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代表取締役副社長の柳でございます。
本日はお忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうございます。
2020年3月期 第3四半期決算の概要についてご説明します。
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（説明省略）



（説明省略）
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まず、全社実績の概要についてご説明します。

受注高及び売上高については、好調な国内事業と海外事業の規模拡大によって
引き続き順調に拡大しています。

一方、営業利益については、増収による増益はあるものの、中期経営計画に基
づく事業構造改革や成長投資が順調に進捗しており、その費用の増加によって前
年並みとなっています。

それでは、各項目について、増減の内容をセグメントごとにご説明します。



（説明省略）
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まず、受注高の状況です。
公共・社会基盤は中央府省から大型案件を含む複数の案件を獲得し、大幅なプ

ラスとなっています。

金融は、前期に受注した銀行向け大型案件の反動減によってマイナスとなって
いますが、こちらは想定通りの動きです。

法人・ソリューションは、製造業を中心に引き続き順調に受注が拡大していま
す。

北米は、第３四半期でも複数の大型案件を獲得しており、引き続き好調を維持
しています。

EMEA・中南米は、為替影響によって増加幅は小さく見えていますが、概ね受
注環境自体は引き続き好調です。
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次に、売上高の状況です。
公共・社会基盤は、ユーティリティやテレコム向けの売上が着実に拡大してい

ます。

金融は、金融機関向けサービスを中心に増収幅が拡大しています。

法人・ソリューションは、製造業向けサービスの増収に加え、前期に行った
M&Aによる連結拡大やCAFISのオーガニック成長によりペイメントサービスの増
収が続いており、引き続き好調です。

北米は、前期のM&Aによる連結拡大によって現地通貨ベースでは増収ですが、
為替影響により前年並みとなっています。

EMEA・中南米は受注高と同様、為替影響によって増収幅は実態よりも小さく
見えていますが、引き続きスペインを中心に欧州で増収が続いています。
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次に、営業利益の状況です。
公共・社会基盤は増収に伴う増益に加え、前期に比べて不採算額が減少してお

り、増益となっています。
一方、金融は新たに不採算案件が発生しており、減益となっています。
法人・ソリューションは増収によって着実に利益も積み上がっています。
北米は、PMI費用の減少はありますが、好調な受注に伴って販売コストが増加

しているほか、巻末のトピックスでご紹介している新たなM&Aに伴う費用や成長
投資等、事業拡大に向けた費用の増加によって前年並みとなっています。
EMEA・中南米は事業構造改革が順調に進捗しており、その関連費用の支出に

よって減益となっています。

不採算額は全社で累計121億円となっており、期初に想定していた額より大き
くなっている状況ですが、今期に200億円を投じる予定の成長投資や事業構造改
革は中期経営計画達成に向け緩めることなく、更に加速していきたいと考えてい
ます。そのため、営業利益の業績予想達成は厳しい状況になっていますが、好調
な売上の上振れによる利益上積みと定常コストのコントロールによって、できる
限り業績予想値に近づけていきたいと考えています。

以降は、セグメントごとのトピックスや数値情報等を記載していますので、ご
説明は省略します。
私のプレゼンテーションは以上とさせていただきます。ありがとうございまし

た。
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